
［証券コード：6333］

株 主 の 皆 様 へ

2023年4月1日から2023年9月30日まで

第120期 中間報告書

〒679-4395 兵庫県たつの市新宮町平野60番地
TEL 0791-75-0411（代表）

株主メモ

■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月

■ 基 準 日 定時株主総会　3月31日
期末配当　　　3月31日
中間配当　　　9月30日
その他必要がある場合、あらかじめ公告する一定の日

■ 株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

■ 株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

■ 郵 送 物 送 付 先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

■ 電 話 照 会 先 電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

■ 公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL　https://www.teikokudenki.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設され

ている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。株主名簿管理人（三井
住友信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管
理機関（三井住友信託銀行）にお問合せください。

3.未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行本支店でお支払いいたします。

お知らせ

　9月17日放送の読売テレビ「BEAT ～時代
の鼓動～」にて、当社が紹介されました。当日
放送された動画は、番組アーカイ
ブよりご確認いただけますので、
ぜひご覧ください。

https://www.ytv.co.jp/beat/?bcid=6336991914112

読売テレビ「BEAT ～時代の鼓動～」に出演



（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、    
 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

頃安 義弘
代表取締役社長

中長期の持続的成長に向けた基盤を構築し、 さらなる高みを目指します。
株主の皆様へ
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第2四半期累計 通期（単位：百万円）

当第2四半期連結累計期間の業績に 
ついてお聞かせください。 今後の見通しはいかがでしょうか？ 第120期における

重点的な取り組みを教えてください。
当社グループの当第2四半期連結累計期間の業

績につきましては、売上高14,306百万円（前年
同期比10.8％増）、営業利益2,599百万円（同
13.6％増）、経常利益2,996百万円（同8.0％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,074百万円
（同9.5％増）となりました。

ポンプ事業の売上高は、高水準の受注残を背景に、日
本においてはケミカル機器キャンドモータポンプ、中国
においてはケミカル機器キャンドモータポンプ及び車両
用の電力関連機器キャンドモータポンプ、米国において
は冷凍機・空調機器キャンドモータポンプの販売が堅調
であったこと等から、全体として増加いたしました。

電子部品事業の売上高につきましても、半導体等の部
品不足が改善傾向にあることや、前期の自動車減産の反
動増により増加いたしました。

利益面につきましては、ポンプ事業においては売上高
の増加や利益率改善、為替影響等により増益となりました。
一方で、電子部品事業においては売上高が増加したものの、
販売費及び一般管理費の増加等により、減益となりました。

ポンプ事業の売上高は、期初からの高水準の
受注残を背景に、前期並みの水準を維持する見
込みであります。また、足元の受注環境につき
ましては、国内市場においては、ケミカル機器

向けを中心に堅調に推移しております。海外市場にお
いては、中国では景気減速の影響等により受注ペース
が減速しており、今後の動向を注視しております。ま
た、米国では受注は回復傾向にあるものの、根強いイ
ンフレ圧力による金融引き締め策の継続により、設備
投資の回復が遅れております。

電子部品事業につきましては、半導体等の部品不足
は改善傾向にあるものの、供給が不安定な状況は継続
しており、先行きについても不透明感があります。

以上の状況を踏まえて、通期連結業績予想は据え置
きとし、売上高28,190百万円、営業利益4,520百万
円、経常利益4,680百万円、親会社株主に帰属する当
期純利益3,280百万円を見込んでおります。

近年、中国市場において、環境意識の高まりや
ケミカル産業強化の観点から、キャンドモータポ
ンプの需要が高まっております。このニーズに対
応すべく、中国子会社の大連帝国キャンドモータ

ポンプ有限公司において約13億円を投資し、工場の一部
改修・増設を行うことにいたしました。稼働は2025年1
月を予定しておりますが、これにより中国における生産能
力は40％程度引き上げられる見込みです。今後は、世界
的に拡大しつつある脱炭素市場に対応するために、国内外
でさらなる取り組みを進めてまいります。

あわせて、当社の持続的成長の原動力は人材であると認
識していることから、人材への投資も積極的に行っており
ます。今期は階層別研修の対象範囲を拡大して実施する等、
個々のスキルアップに繋がる教育機会の拡充に注力してお
ります。また、従業員の働きがいを高める取り組みの一環
として、従業員持株会向け譲渡制限付株式インセンティブ
制度を導入いたしました。当社は今後も、従業員の成長を
見据えた取り組みを継続的に実施して組織の活性化を図り、
さらなる企業価値の向上に努めてまいります。
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ポンプ事業

電子部品事業 その他

ポンプ事業の売上は、高水準の受
注残を背景に、特に日本及び中国に
おいてケミカル機器キャンドモータ
ポンプの販売が堅調であったこと等
から、全体として増加しました。

その結果、売上高は13,316百万
円（前年同期比11.1％増）、連結売
上高に占める割合は93.1％となりま
した。また、営業利益は、売上高の
増加や利益率改善、為替影響等によ
り2,564百 万 円（ 同14.0 ％ 増 ） と
なりました。

売上高

売上高構成比

（単位：百万円）

前年同期比 11.1％増

電子部品事業は、売上高は842百万円（前年同期比4.6％増）、
連結売上高に占める割合は5.9％となりました。

一方、営業利益は、売上高が増加したものの、販売費及び一般
管理費の増加等により、18百万円（同34.8％減）となりました。

売上高

売上高構成比

（単位：百万円）

前年同期比 4.6％増

その他は、売上高は147百万円（前年同期比24.4％増）、連
結売上高に占める割合は1.0％となりました。

ま た、 営 業 利 益 は、 売 上 高 の 増 加 等 に よ り16百 万 円（ 同
38.4％増）となりました。

売上高

売上高構成比

（単位：百万円）

前年同期比 24.4％増

セグメント別事業の概況

　2023年9月20日から9月22日までの3日間、東京ビッグサイト
にて開催された日本最大級の化学総合見本市「INCHEM TOKYO 
2023」に出展いたしました。
　今回は、若手社員を中心としたプロジェクトメンバーが、企画か
ら会場の運営までを一手に担いました。メインテーマは『Zero 
Emission Technology』とし、電力、新燃料、蓄電、リサイクル
等の分野でカーボンニュートラルを目指すお客様に向けた製品を紹
介させていただきました。なかでも、主にアンモニアの当社アプリ
ケーションについて紹介したプレゼンテーション『TEIKOKU 脱炭素
ソリューション』は、非常に多くのお客様に関心を持っていただくこ
とができました。
　世界各国で脱炭素社会への動きが加速する中、来場されたお客様には、多種多様な脱炭素化に向けた取り組みにおいて、当社の
ポンプが無くてはならない製品であることをアピールすることができました。今後も、脱炭素社会で活躍する当社製品をより多くの
方々に知っていただけるよう、積極的に営業活動を行ってまいります。

社外取締役からのメッセージ

初の女性役員として、経営に新風を
　株主の皆様、今年6月の株主総会で社外取締役に選任されました渡真利 千恵です。
　これまでは、主に生活雑貨関連の流通小売業で商品開発や販売企画に従事してきました。また、
管理職や役員といった立場から人材育成にも尽力し、特に女性活躍推進では自身がロールモデル
になるとともに、制度設計や風土改革、管理職育成の中心的役割を担ってまいりました。
　企業における女性の活躍は、決して「やらされごと」ではありません。能力のある女性の登用
や多様性のある意思決定は、これからの企業の成長にとって不可欠な要素です。今回は女性初の
役員ということで、次世代につながる新しい風を吹かせていきたいと思っています。
　世界的なカーボンニュートラルの取り組みは当社にとって、大きなチャンスとなっています。事
業成長が見込まれるとともに、環境問題の解決にも貢献でき、企業価値向上も期待できます。こ
のタイミングで当社の一員として経営参画できることは、重責ではありますが、とてもやりがいを
感じています。
　社外取締役として、経営陣との信頼関係を構築し、独立的かつ幅広い視点で経営の監督や戦
略に対する助言を行いつつ、コンプライアンス順守のためのガバナンス強化に貢献していきたいと考えています。
　株主の皆様におかれましては、今後も当社に末永く温かいご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

社外取締役　渡
と

真
ま

利
り

 千
ち

恵
え

 

「INCHEM TOKYO 2023」に出展TOPICS 
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現金及び現金
同等物の期首残高
14,903

現金及び現金
同等物の四半期末残高

14,857

営業活動による
キャッシュ・フロー

855

投資活動による
キャッシュ・フロー

△276

現金及び現金同等物
に係る換算差額

558

財務活動による
キャッシュ・フロー
△1,182

当第2四半期累計 （2023年4月1日～2023年9月30日）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

科　目 前期末
（2023年3月31日現在）

当第2四半期末
（2023年9月30日現在）

資産の部

流動資産 30,940 32,856

固定資産 10,656 10,996

有形固定資産 9,000 9,064

無形固定資産 127 147

投資その他の資産 1,528 1,784

資産合計 41,596 43,853

科　目 前期末
（2023年3月31日現在）

当第2四半期末
（2023年9月30日現在）

負債の部

流動負債 8,221 8,396
固定負債 1,868 1,881
負債合計 10,090 10,277

純資産の部

株主資本 28,951 30,048
その他の包括利益累計額 2,141 3,003
非支配株主持分 412 523
純資産合計 31,506 33,575
負債純資産合計 41,596 43,853

四半期連結損益計算書

四半期連結貸借対照表

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 会社概要（2023年9月30日現在） 株式の状況（2023年9月30日現在）

株式分布状況

大株主（上位10名）

役員（2023年9月30日現在）

グループ会社（2023年9月30日現在）

■ 所有者別株式分布状況

■ 所有者別株主分布状況

個人・その他
5,999,840株

（33.06％）金融機関
3,470,700株

（19.13％）

個人・その他
5,384名

（95.84％）

金融商品取引業者
411,529株

（2.27％）

金融商品取引業者 
26名（0.46％）
金融機関 16名（0.28％）

その他の法人
3,167,035株

（17.45％）

その他の法人 72名（1.28％）

（注）自己株式（1名843,400株）を控除しております。

外国法人等
5,097,534株

（28.09％）

18,146,638株

5,618名

外国法人等 120名（2.14％）

売上高
12,909

営業利益
2,288

経常利益
2,774

親会社株主に
帰属する
四半期純利益
1,894

売上高
14,306

営業利益
2,599

経常利益
2,996

親会社株主に帰属する
四半期純利益
2,074

営業外収益
営業外費用

420
24

法人税等合計
非支配株主に帰属する四半期純利益

857
63

売上原価
販売費及び一般管理費

8,272
3,434

当第2四半期累計 （2023年4月1日～2023年9月30日）前第2四半期累計 （2022年4月1日～2022年9月30日）

四半期連結財務諸表 会社情報／株式情報

社 名 株式会社帝国電機製作所
TEIKOKU ELECTRIC MFG. CO., LTD.

設 立 1939年 9月12日
資 本 金 31億4,367万5,150円
従 業 員 数 連結 1,286名　単体313名
本 社 〒679-4395

兵庫県たつの市新宮町平野60番地
Tel. 0791-75-0411（代表）

ホームページ https://www.teikokudenki.co.jp/

代 表 取 締 役
社 長 執 行 役 員 頃 安 義 弘

取 締 役
専 務 執 行 役 員 村 田 　 潔

取 締 役
執 行 役 員 佐 藤 哲 造

取 締 役
執 行 役 員 加 減 孝 司

社 外 取 締 役 渡真利　千　恵

取 締 役
（常勤監査等委員） 阿 部 孝 司

社 外 取 締 役
（監査等委員） 林 　 晃 史

社 外 取 締 役
（監査等委員） 川 島 一 郎

社 外 取 締 役
（監査等委員） 沖 　 剛 誠

上席執行役員 杉　本　洋一郎

執 行 役 員 森 澤 友 和

執 行 役 員 竹　内　亮太郎

執 行 役 員 横 山 　 淳

国 内 子 会 社 ・株式会社協和電機製作所
・上月電装株式会社
・株式会社帝伸製作所
・株式会社平福電機製作所

海 外 子 会 社 ・TEIKOKU USA INC.
・大連帝国キャンドモータポンプ有限公司

＊大連大帝キャンドモータポンプ修理有限公司
＊台湾帝国ポンプ有限公司

・TEIKOKU SOUTH ASIA PTE LTD.
・TEIKOKU ELECTRIC GmbH
・TEIKOKU KOREA CO., LTD.
・HYDRODYNE TEIKOKU（INDIA）PVT. LTD.

（注）  ＊は大連帝国キャンドモータポンプ有限公司の子会社であります。

発行可能株式総数 69,200,000株
発行済株式の総数 18,990,038株
株 主 数 5,619名

株主名 持株数 持株比率
三菱電機株式会社 2,286,400株 12.60%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,834,000株 10.11%
GOLDMAN, SACHS & CO. REG 1,448,700株 7.98%
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 1,060,672株 5.85%
株式会社日本カストディ銀行 781,000株 4.30%
徳永　耕造 538,900株 2.97%
NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE 
NON TREATY CLIENTS ACCOUNT 438,102株 2.41%

刈田　耕太郎 423,644株 2.33%
帝国電機取引先持株会 416,400株 2.29%
株式会社三井住友銀行 410,000株 2.26%

（注） 1.当社は自己株式を843,400株所有しておりますが、上記大株主から除外しております。
2.持株比率は自己株式を控除して算出しております。
3. 株式会社日本カストディ銀行の所有株式数には、（信託口）、（信託口４）、（信託Ａ口）、
（年金信託口）、（年金特金口）の所有株式数を含めて表示しております。

個人・その他
5,999,840株

（33.06％）
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